
業界カレンダー

年度本社「首都圏優秀マンション表彰」

最
優
秀
賞
に﹁
三
田
綱
町
﹂

三
井
不
レ
ジ

豊
か
な
緑
と
安
心
私
的
空
間

首都圏優秀マンション選定結果

主な記事

駐
車
場
に
活
用
ク
レ
ス
ト

５

空
き
家
解
体
費
用
を
立
て
替
え

商
談
中
物
件
店
長
が
一
元
管
理

７

三
井
不
リ
ア
ル
テ

・
山
代
裕
彦
社
長

長
谷
工
新
モ
デ
ル
を
開
設



次
世
代
マ
ン
シ

ン
提
案
を
強
化

シ
ニ
ア
向
け

多
彩
な
提
案

特別賞

再
開
発
案
件
に
も
着
目

都
心
タ
ワ

が
市
場
け
ん
引

　環境省が「ＣＯＯＬ　ＣＨ
ＯＩＣＥ　ＣＩＴＹ」（ＴＢ
Ｓハウジング渋谷、８月９日
まで）　◇日　森ビルと鉄
道事業者社局が「エスカレ
ーターみんなで手すりにつか
まろうキャンペーン」（８月
日まで）　◇日　東京都
宅地建物取引業協会が「都民
公開セミナー」（きゅりあん、
日にオリンパスホール八王
子）　◇日　名橋日本橋保
存会が夏の風物詩「名橋日本
橋橋洗い」　◇日　シーア
ールイーが「ＣＲＥシンポジ
ウム」（イイノホール）

　
首
都
圏
と
関
西
圏
を
中
心
に
約
３
０
０
０
台
分
の
コ
イ

ン
パ

キ
ン
グ
の
管
理
・
運
営
を
手
掛
け
る
ク
レ
ス
ト
は


空
き
家
を
解
体
し
て
コ
イ
ン
パ

キ
ン
グ
に
転
用
す
る
際

の
解
体
費
用
負
担
サ

ビ
ス
を
開
始
し
た

同
サ

ビ
ス

は
同
社
が
解
体
費
用
を
立
て
替
え
て

コ
イ
ン
パ

キ
ン

グ
転
用
後
に
オ

ナ

が
賃
料
で
返
済
す
る
仕
組
み


　
人
口
減
少
で
マ

ケ

ト
が
縮
小
に
向
か
う
に
伴
い
不

動
産
流
通
大
手
の
存
在
感
が
従
来
に
な
く
高
ま

て
い

る

事
業
環
境
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
業
界
ト


プ
の
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ

は
４
月
１
日
に
三
井
不
動

産
の
関
西
支
社
長
を
社
長
に
迎
え
た

山
代
裕
彦
社
長
は


日

専
門
紙
の
初
会
見
に
応
じ
た


　
長
谷
工
コ

ポ
レ

シ

ン
に
よ
る
柱
や
梁
の
な
い
空

間
や
パ

シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
次

世
代
マ
ン
シ

ン
企
画
﹁
Ｂ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
﹂

デ
ベ
ロ


パ

向
け
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
ペ

ス
﹁
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
﹂
内
の

モ
デ
ル
ル

ム
を
Ｂ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
仕
様
に
改
装
し

提

案
を
強
化
す
る


　

２６８９

　

年（平成年）　　月　　日号７　　
（毎週月曜日発行）ＮＯ．

建
物
の
質
に
加
え
て

既
存
樹
木
を
生
か
す
な
ど
都
心
で
は
希
少
な
緑
の
保
全
・
創
造
に

力
を
入
れ
た
﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田
綱
町
ザ
フ

レ
ス
ト
﹂
︵
完
成
予
想
図
︶

　
評
価
員
特
別
賞
は

シ
ニ

ア
に
着
目
し
た
２
物
件
を
選

ん
だ
﹁
ウ
エ
リ
ス
津
田
沼
﹂

︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
︶
は


長
寿
社
会
に
対
応
し
た
新
し

い
提
案
だ

サ

ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
を
隣
地
に

同
時
開
発
し
て

サ
高
住
の

サ

ビ
ス
を
分
譲
マ
ン
シ


ン
に
提
供
し
た
り

優
先
的

に
サ
高
住
に
入
居
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
た

通
常
の

マ
ン
シ

ン
で
あ
り
な
が
ら

居
住
者
の
不
安
を
解
消
す

る


　
﹁
パ

ク
ホ

ム
ズ
築
地

グ
リ

ン
サ
イ
ド
﹂
︵
三
井

不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
︶

は

都
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
積
極
的
に
楽
し
む
ア
ク

テ

ブ
シ
ニ
ア
向
け
に

ハ


ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
新

し
い
提
案
を
し
た

趣
味
や

友
人
を
招
い
て
パ

テ



を
楽
し
む
広
い
リ
ビ
ン
グ
ダ

イ
ニ
ン
グ
キ

チ
ン
﹃
グ
レ


ト
ル

ム
﹄
を
設
置
し
た

り

清
掃
や
設
備
点
検
業
務

に
と
ど
ま
ら
ず
生
活
支
援
サ


ビ
ス
ま
で
提
供
す
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
管
理
員
を
導

入

シ
ニ
ア
ニ

ズ
が
強
い

介
護
や
医
療
サ

ビ
ス

趣

味
の
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
定
期
開
催
す
る


　
週
刊
住
宅
新
聞
社
賞
は

﹁
ブ
ラ
ン
シ
エ
ラ
板
橋
西

台
﹂
︵
長
谷
工
コ

ポ
レ


シ

ン
︶

新
し
い
設
計
手

法
で
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
︵
ビ
ル
デ


ン
グ
・
イ
ン
フ

メ

シ


ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
︶
を
導

入
し

ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
る
同

社
が
事
業
主
に
対
し
て
企
画

提
案
す
る
際
に

バ
リ
エ


シ

ン
を
増
や
し

よ
り
ビ

ジ

ア
ル
に
提
示
で
き
る


省
エ
ネ
計
算
や

風
・
採
光

な
ど
の
シ
ミ

レ

シ

ン

に
も
対
応

各
種
図
面
・
パ


ス
の
作
成

バ

チ

ル

モ
デ
ル
ル

ム
な
ど
に
活
用

で
き
る

維
持
保
全
な
ど
を

含
め
マ
ン
シ

ン
づ
く
り
を

変
え
る
将
来
性
を
評
価
し

た


　
都
心
・
大
規
模
部
門
は
上

位
３
位
ま
で
タ
ワ

マ
ン
シ


ン

﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
Ｓ
﹂
︵
住
友
不
動
産
︶

は
中
央
区
晴
海
に
位
置
す
る

１
４
５
０
戸
の
長
期
優
良
住

宅
仕
様
の
免
震
タ
ワ

マ
ン

シ

ン

都
心
大
規
模
物
件

ら
し
く
丁
寧
に
作
り
込
ん

だ

﹁
仕
様
・
性
能
だ
け
で

な
く
都
心
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

で

海
外
の
評
価
も
高
い
﹂

︵
目
黒
委
員
︶


　
惜
し
く
も
優
秀
賞
は
逃
し

た
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
西

新
宿
タ
ワ


﹂
︵
三
菱
地

所
レ
ジ
デ
ン
ス

相
鉄
不
動

産

丸
紅
︶
は

木
造
密
集

地
域
の
再
開
発
案
件

用
地

仕
入
れ
な
ど
を
含
め
て

今

後
重
要
性
を
増
す
再
開
発
案

件
へ
の
取
り
組
み
も
評
価
し

た

新
宿
と
い
う
知
名
度
か

ら
海
外
投
資
家
も
注
目
し


こ
れ
ま
で
販
売
は
好
調
に
推

移
し
て
い
る


　
﹁
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｆ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
﹂

︵
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ


ル

日
本
土
地
建
物

伊

藤
忠
商
事

伊
藤
忠
都
市
開

発

清
水
建
設
︶
は
敷
地
の

過
半
を
公
開
空
地
と
し
た
ほ

か

保
育
園
や
多
彩
な
共
用

施
設
が
特
徴

各
物
件
の
特

性
や
販
売
手
法
は
異
な
る
も

の
の

年
度
に
引
き
続
き



年
度
も
都
心
の
大
規
模
タ

ワ

が
マ
ン
シ

ン
市
場
を

け
ん
引
す
る
構
図
が
続
い
た

こ
と
を
象
徴
し
て
い
る


　
都
心
・
中
規
模
部
門
２
位

の
﹁
ク
レ
ヴ

ア
タ
ワ

池

田
山
﹂︵
伊
藤
忠
都
市
開
発
︶

は
角
住
戸
率
が
高
い
免
震
タ

ワ


３
位
の
﹁
ザ
・
パ


ク
ハ
ウ
ス
上
野
﹂
︵
三
菱
地

所
レ
ジ
デ
ン
ス
︶
は

同
潤

会
ア
パ

ト
メ
ン
ト
の
最
後

の
建
て
替
え
物
件

多
彩
な

間
取
り
な
ど
に
権
利
者
と
の

調
整
な
ど
苦
労
が
う
か
が
え

る


　
近
郊
郊
外
大
規
模
部
門
優

秀
賞
の
﹁
プ
ラ
ウ
ド
タ
ワ


立
川
﹂︵
野
村
不
動
産
︶は


高
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
短
期

間
で
販
売
を
完
了
し
た


︵
顧
客
層
の
厚
い
︶
中
央
線

人
気
を
改
め
て
確
認
す
る
と

も
に

同
社
が
力
を
入
れ
る

駅
直
結
・
再
開
発
案
件
の
有

望
性
を
示
し
た

﹁
ザ
・
パ


ク
ハ
ウ
ス
横
浜
新
子
安
ガ


デ
ン
﹂
︵
三
菱
地
所
レ
ジ

デ
ン
ス
︶
は
認
可
保
育
所
を

設
置
す
る
な
ど
地
域
に
貢
献

す
る

﹁
ブ
ラ
ン
ズ
シ
テ


品
川
勝
島
﹂︵
東
急
不
動
産
︶

は
全
戸
エ
ネ
フ


ム
を
導

入
す
る
な
ど
環
境
対
策
面
で

の
話
題
性
の
ほ
か

都
心
ま

で
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と
価

格
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
か


た


　
近
郊
郊
外
中
規
模
部
門
の

﹁
ひ
ば
り
が
丘
フ


ル
ズ

１
番
街
﹂
︵
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
ら
︶
は

郊
外
な
が
ら
も

販
売
は
好
調
だ

た

﹁
隠

れ
た
人
気
エ
リ
ア
・
ひ
ば
り

が
丘
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引

い
て
も

マ

ケ
テ

ン
グ

が
良
い
と
ス
ム

ズ
に
売
れ

る
こ
と
を
証
明
し
た
﹂
︵
櫻

井
氏
︶
﹁
パ

シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
を
導
入
し

郊
外
な
ら
で

は
の
贅
沢
が
感
じ
ら
れ
る


空
地
の
確
保
や

学
童
保
育

な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
し

た
﹂
︵
大
久
保
氏
︶
　

　
近
郊
郊
外
小
規
模
部
門
の

﹁
パ

ク
ホ

ム
ズ
駒
沢
ザ

・
レ
ジ
デ
ン
ス
﹂
︵
三
井
不

動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
︶は


実
需
向
け
の
良
質
な
空
間
と

価
格

可
変
性
の
あ
る
間
取

り
提
案
が
特
徴

﹁
プ
ラ
ウ

ド
自
由
が
丘
﹂
︵
野
村
不
動

産
︶
は
人
気
エ
リ
ア
の
高
台

に
位
置
す
る
希
少
性
に
着
目

し
た


　

年
度
首
都
圏
優
秀
マ
ン

シ

ン
の
選
考
対
象
は

年

度︵

年
４
月


年
３
月
︶

に
販
売
実
績
の
あ

た
新
築

分
譲
マ
ン
シ

ン
で

自
薦

と
評
価
委
員
か
ら
推
薦
の
あ


た
合
計

物
件

マ
ン
シ


ン
発
売
戸
数
が
減
少
す
る

な
か

前
回
よ
り
応
募
数
も

や
や
減

た


　
評
価
は

住
ま
い
と
し
て

の
基
本
性
能
を
評
価
す
る

﹁
基
礎
点
﹂
に

デ
ザ
イ
ン

や
事
業
性
な
ど
数
値
化
し
づ

ら
い
物
件
の
特
徴
を
評
価
委

員
が
評
価
す
る
﹁
評
価
点
﹂

を
加
え
た
﹁
総
合
点
﹂
︵
１

０
０
点
満
点
︶
を
基
準
に
部

門
ご
と
の
優
秀
マ
ン
シ

ン

を
選
び

優
秀
マ
ン
シ

ン

の
中
か
ら
最
優
秀
マ
ン
シ


ン
を
選
考
し
た

今
回
か
ら

は
部
門
を
一
部
変
更
し
た


都
心
エ
リ
ア
を
絞
り
込
み


前
年
ま
で
都
心
部
門
だ

た


区
外
周
部
を
含
め
て
近
郊

郊
外
部
門
に
し

よ
り
実
態

に
即
し
た
評
価
が
で
き
る
よ

う
に
し
た


　
評
価
委
員
は
大
久
保
恭
子

︵
マ
ン
シ

ン
評
価
ナ
ビ
主

宰

風
代
表
︶

櫻
井
幸
雄

︵
住
宅
ジ


ナ
リ
ス
ト
︶

目
黒
孝
一
︵
不
動
産
ジ



ナ
リ
ス
ト
︶
の
３
氏

７
月

６
日
に
評
価
委
員
会
を
開
い

て
受
賞
物
件
を
決
め
た


　
都
心
・
中
規
模
部
門
優
秀

賞
と
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た

﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田

綱
町
ザ
フ

レ
ス
ト
﹂
は


地
下
鉄
南
北
線
・
都
営
大
江

戸
線
麻
布
十
番
駅
徒
歩
７

分

歴
史
あ
る
庭
園
の
緑
に

囲
ま
れ
た
地
上

階

地
下

１
階
建
て

総
戸
数

戸
の

マ
ン
シ

ン


　
約
６
１
５
０
平
方

の
敷

地
は
約

％
を
空
地
に
し


既
存
樹
木
を
最
大
限
に
生
か

し
た

北
側
の
オ

ス
ト
ラ

リ
ア
大
使
館

道
路
を
隔
て

た
東
側
の
綱
町
三
井
倶
楽
部

な
ど
を
含
め
て

都
心
で
あ

り
な
が
ら
緑
に
囲
ま
れ
た
空

間
を
創
出
す
る


　
セ
キ

リ
テ

は

東
側

道
路
に
面
し
た
メ

ン
ゲ


ト
に
守
衛
室
を
設
け
て

時

間
守
衛
に
よ
る
有
人
管
理
を

行
い

住
戸
ま
で
５
段
階
の

セ
キ

リ
テ

チ


ク
を

設
定
し
た

敷
地
外
周
に
セ

ン
サ

付
き
の
セ
キ

リ
テ


フ

ン
ス
を
設
置
し

居

住
者
に
安
心
の
プ
ラ
イ
ベ


ト
空
間
を
提
供
す
る


　
間
取
り
は


３
４
６
平

方

の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

３
Ｌ
Ｄ

Ｋ

販
売
価
格
は
１
億
２
０

０
０
万

７
億
円
だ

た


　
評
価
委
員
は
﹁
都
心
物
件

で
は
中
途
半
端
に
な
り
が
ち

な
緑
も
既
存
樹
を
残
す
な
ど

力
を
入
れ

居
室
内
か
ら
も

緑
の
庭
を
感
じ
ら
れ
る

外

観
や
共
用
施
設
の
レ
ベ
ル
は

高
く

ハ
イ
グ
レ

ド
マ
ン

シ

ン
の
王
道
で
あ
る
﹂

︵
大
久
保
委
員
︶

﹁
絶

え
ず
新
し
い
提
案
を
盛
り

込
む
パ

ク
マ
ン
シ

ン

と
し
て

男
性
目
線
で
企

画
さ
れ
が
ち
な
都
心
高
額

物
件
な
が
ら
も
キ

チ
ン

を
重
視
し

魅
力
的

エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ゲ

ト
の
有

人
管
理
も

安
心
で
き
る

セ
キ

リ
テ

と
し
て
評

価
し
た
い
﹂︵
櫻
井
委
員
︶

と
高
く
評
価
し
た


　
次
世
代
に
残
る
優
れ
た
分
譲
マ
ン
シ

ン
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
表

彰
す
る
週
刊
住
宅
新
聞
社
の

年
度
﹁
首
都
圏
優
秀
マ
ン
シ

ン

表
彰
﹂
の
最
優
秀
マ
ン
シ

ン
が
﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田
綱

町
ザ
フ

レ
ス
ト
﹂
に
決
ま

た

都
心
で
あ
り
な
が
ら
都
市
の

喧
騒
か
ら
一
線
を
画
し
た

歴
史
あ
る
庭
園
や
清
々
し
い
緑
に
囲

ま
れ
る
立
地
を
開
発

建
物
の
質
に
加
え
て

既
存
樹
木
を
生
か

す
な
ど
都
心
で
は
希
少
な
緑
の
保
全
・
創
造
に
力
を
入
れ
た
こ
と

を
評
価
し
た

部
門
ご
と
の
優
秀
賞
は

都
心
・
大
規
模
部
門
に

﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
︵
ド

・
ト


ル
︶
﹂
︵
住
友
不

動
産
︶

都
心
・
小
規
模
部
門
に
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
元
代
々

木
町
﹂
︵
三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
︶

近
郊
郊
外
・
大
規
模
部
門

に
﹁
プ
ラ
ウ
ド
タ
ワ

立
川
﹂
︵
野
村
不
動
産
︶

近
郊
郊
外
・

中
規
模
部
門
に
﹁
ひ
ば
り
が
丘
フ


ル
ズ
１
番
街
﹂
︵
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
・
コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
・
オ
リ

ク
ス
不
動
産
︶

近

郊
郊
外
・
小
規
模
部
門
に
﹁
パ

ク
ホ

ム
ズ
駒
沢
ザ
・
レ
ジ
デ

ン
ス
﹂
︵
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
︶
を
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
関
連
記
事

・
最
終
面
︶



　
　
　
　
　
２
０
１
４
年
度
首
都
圏
優
秀
マ
ン
シ

ン
表
彰

評価委員３氏の講評都心・大規模部門優秀賞
ＤＥＵＸ　ＴＯＵＲＳ

住友不動産

評価方法と採点基準

都心・小規模部門優秀賞
ザ・パークハウス元代々木町

三菱地所レジデンス

大
久
保
恭
子
委
員

櫻
井
幸
雄
委
員

目
黒
孝
一
委
員

市
場
分
析
力
で
時
代
の
要
請
に
対
応

消
費
者
ニ

ズ
つ
か
む﹁
光
る
工
夫
﹂

新
た
な
開
発
姿
勢
を
積
極
的
に
評
価

郊外・大規模部門優秀賞
プラウドタワー立川

野村不動産

近郊郊外・中規模部門優秀賞
ひばりが丘フィールズ１番街

大和ハウス工業

近郊郊外・小規模部門優秀賞
パークホームズ駒沢ザ　レジデンス
三井不動産レジデンシャル

（１１） 第２６８９号＜第三種郵便物認可＞２０１５年（平成年）７月２０日

◇
所
在
地

東
京
都
中
央
区
◇
都
営
大
江
戸
線
勝
ど
き
駅
徒
歩

９
分
◇
総
戸
数
１
４
５
０
戸
◇
敷
地
面
積
１
万
５
２
２
２
㎡
◇

延
床
面
積

万
４
８
０
１
㎡
◇
専
有
面
積


１
０
０
㎡
◇
販

売
価
格
未
定
◇
最
多
価
格
帯
未
定

　
東
京
﹁
都
心
エ
リ
ア
﹂
お
よ
び


発
展
し
続
け
変
貌
し
つ
つ
あ
る
﹁
ベ

イ
エ
リ
ア
﹂
の
両
方
に
位
置
す
る
晴

海

地
上

階
建
て

全
１
４
５
０

戸
の
免
震
ツ
イ
ン
タ
ワ


朝
潮
運

河
に
約
２
０
０

寄
り
沿
う
よ
う
に

立
地
す
る


　
東
京
オ
リ
ン
ピ

ク
選
手
村
予
定

地
で

敷
地
面
積
約


の
選
手
村

の
有
効
活
用
︵
建
物
を
壊
さ
ず
に


そ
の
ま
ま
一
般
住
宅
と
し
て
利
用
予

定
︶
を
考
え
る
と

未
開
発
地
が
多

か

た
晴
海
は

大
規
模
に
開
発
さ

れ
新
し
い
街
と
し
て
誕
生
す
る


　
大
型
サ
ウ
ナ
付
き
ス
パ
や


階

部
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ

フ


ト
ネ

ス
ジ
ム
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
共
用
施

設
が
整
う


　
地
権
者
と
デ
ベ
ロ

パ

が
協
働

で
進
め
た
パ

ト
ナ

事
業
の
集
合

住
宅

世
代
を
超
え
て
住
み
続
け
た

い
地
権
者
と

デ
ベ
ロ

パ

の
専

門
的
見
地
が
融
合
し

通
常
の
新
築

マ
ン
シ

ン
事
業
と
は
異
な
る
﹁
新

し
く

か
つ
固
有
の
価
値
観

可
能

性
﹂
が
生
ま
れ
た


　
戦
前
か
ら
残
さ
れ
た
欧
風
の
邸

宅

内
部
チ


ダ

様
式
と
庭
園

は

そ
の
地
域
に
特
別
な
景
観
価
値

を
も
た
ら
し
て
い
た

し
か
し

老

朽
化
は
否
め
ず

維
持
す
る
こ
と
が

困
難
だ

た

そ
れ
を
パ

ト
ナ


事
業
に
よ
り

集
合
住
宅
の
形
で
継

承
す
る
こ
と
で

よ
り
良
質
な
生
活

環
境
と
し
て
﹁
継
続
的
に
維
持
す
る

仕
組
み
﹂
が
で
き
た


　
地
上
約
１
２
８

・

階
建
て
の

高
層
タ
ワ

で

全
方
位
開
放
感
あ

ふ
れ
る
眺
望
を
享
受
で
き
る

第
１

期
１
次
・
２
次
で
２
５
０
戸
を
即
日

完
売
し
た

約

年
の
歳
月
を
経
て

誕
生
す
る

商
・
公
・
住
一
体
型
の

複
合
再
開
発
プ
ロ
ジ

ク
ト

ル
ミ

ネ
や
伊
勢
丹

高
島
屋
な
ど
が
駅
周

辺
に
集
積
し

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
立
川

ら

ら
ぽ

と
も
誕
生
し
た


　
３
１
９
戸
中
２
１
３
戸
が
南
向
き

住
戸
で

全
戸
ワ
イ
ド
ス
パ
ン
の
永

住
設
計

最
高
天
井
高
２
・
６



約
２
・
１

の
ハ
イ
サ

シ
を
採
用

し
開
放
感
と
ゆ
と
り
を
演
出
し
た


ゲ
ス
ト
ル

ム

ス
カ
イ
ラ
イ
ブ
ラ

リ


パ

テ

ル

ム
な
ど
充
実

の
共
用
部
も
魅
力


　
物
件
周
辺
に
は

環
境
省
が
定
め

る
﹁
平
成
の
名
水
百
選
﹂
に
都
内
で

唯
一
選
ば
れ
た﹁
南
沢
湧
水
郡
﹂や


カ
ワ
セ
ミ
な
ど
を
観
察
で
き
る
落
合

川
が
あ
る


　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
街
路
計
画
の
も
と

全
戸
南
東
・

南
西
向
き
で

日
当
た
り
を
確
保
し

た
配
棟
計
画

敷
地
内
に
お
い
て
約


％
を
空
き
地
と
し
て
お
り

多
彩

な
植
栽
を
計
画
し
て
い
る


　
専
有
部
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
中
心
と

し

玄
関
窓
を
設
け
て
通
風
に
配
慮

し
た
り

バ
ル
コ
ニ

に
ガ
ラ
ス
手

す
り
を
採
用
す
る
な
ど

住
ま
い
の

中
に
い
な
が
ら
風
や
自
然
光
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
パ

シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
と
し
た


　
都
心
近
接
の
立
地
で
あ
り
な
が

ら

周
辺
に
は
駒
沢
オ
リ
ン
ピ

ク

公
園
な
ど
豊
か
な
自
然
を
は
じ
め


カ
フ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
点
在
し


多
彩
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
め

る
環
境


　
﹁
大
人
が
自
由
に
暮
ら
し
を
楽
し

む
た
め
の
住
ま
い
﹂
を
目
指
し

住

む
人
の
生
活
に
合
わ
せ
て
自
在
に
間

取
り
を
変
更
で
き
る
可
変
性
の
高
い

プ
ラ
ン﹁
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｕ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
﹂

を
採
用

リ
フ


ム
な
ど
の
大
掛

か
り
な
修
繕
で
は
な
く

気
軽
に
可

動
間
仕
切
り
収
納
︵
Ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｕ
　

Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｆ
︶
を
移
動
す
る
こ
と
で

間
取
り
変
更
が
で
き
る

﹁
思
い
立


た
と
き

自
由
に

気
軽
に
﹂
間

取
り
変
更
が
実
現
で
き
る


■企画趣旨
　「フローからストックへ」を旗
印にした住生活基本法の成立を
受け、マンション開発のあり方・
考え方が大きく変わろうとして
いる。こうした時代背景の中で、
人の専門評価委員と週刊住宅新
聞社が選んだ「次代に残せる資産
価値の高いマンション」を表彰す
ることで不動産業界の健全な発
展の一助となることを目指す。
■対象となるマンション
　年度（年月～年
月）に販売実績があった新築分譲
マンション
■採点方法
　優秀マンション選出にあたっ
ての採点では、住まいとしての基
本性能やプランニング、さらに分
譲プロジェクトとしての事業性
や売れ行きも加味する。具体的に
は、立地や専有部などマンション
の基本的な性能を表す「基礎点」
と、デザイン、販売企画などデー
タには現れにくい特徴や性能を
それぞれの評価委員が採点する
「評価点」を合計して算出する。
　基礎点は点満点、評価点は評
価委員の持ち点が点ずつで
点満点。最高得点は点。基礎点
の採点は、「立地」「専有部」「共用
部」「住環境」「建物・構造」「収納
率」の項目（設問数～）から
なるアンケートを、売り主会社が
回答する自己申告方式。評価点
は、「販売企画」「エコ」など項目
について「よい」（点）「普通」（
点）「もう一歩」（点）で評価する。

■立地、規模別の分類
　評価対象マンションは、立地に
応じて「都心」と「近郊郊外」に分
け、さらに戸数によって「大規模」
「中規模」「小規模」に分類する。
　都心と近郊郊外の分類は、山手
線各駅徒歩圏とその内側、神奈川
県内では横浜駅徒歩圏内のマン
ションを「都心」。上記以外を「近
郊郊外」とする。同様に戸以上
を「大規模」、戸～戸を「中規
模」、戸以下を「小規模」とした。
　部門によって基礎点評価項目、
評価点の評価項目に違いを設け
た。
■各賞の基準
　上記した分類で生まれたつの
カテゴリー（都心＝大規模、都心
＝中規模、都心＝小規模、近郊郊
外＝大規模、近郊郊外＝中規模、
近郊郊外＝小規模）のうち、各カ
テゴリーで最も評価点の高かっ
た物件を「優秀賞」とする（点未
満は該当なし）。
　優秀賞のうち、最も評価点が高
かったものを「最優秀賞」とする。
総合得点では優秀賞に及ばなか
ったものの評価委員がとくに評
価すべき項目があると判断した
マンションを「評価委員特別賞」
として、さらに本紙編集部が優れ
ていると評価したマンションを
「週刊住宅新聞社賞」として表彰
する。
■基礎点の評価項目
《都心》
【立地】駅からの距離＝分以内（
点）、分以内（点）、それ以上（
点）◇山手線ターミナル駅（池袋、
新宿、上野、東京、渋谷、品川）まで
のアクセス＝分以内（点）、

分以内（点）、それ以上（点）◇利
用可能路線＝路線以上（点）、
路線（点）◇生活インフラ（スー
パー、病院、役所、学校）が徒歩
分以内にあるか＝すべてある（
点）、つ（点）、つ以下（点）
【専有部】スパンの広さ（モデルプ
ラン）＝ｍ以上（点）、．～ｍ
未満（点）、それ以下（点）【※小
規模の場合＝．ｍ以上（点）、．
ｍ未満（点）◇角住戸率＝％
以上（点）、％未満（点）◇収納
率＝％以上（点）、％未満（
点）【※小規模の場合＝％以上
（点）、％以上％未満（点）、
％未満（点）】◇天井高＝．ｍ以
上（点）、．ｍ未満（点）◇設備
（タンクレストイレ、浴室乾燥機、
高効率給湯器、床暖房の有無）＝
つ以上ある（点）、それ以下（点）
◇遮音性（壁ｃｍ、床ｃｍ以
上ある）＝両方満たしている（
点）、つ（点）、なし（点）
【共用部】管理体制＝時間有人
管理（点）、時間管理（点）、そ
れ以外（点）【小規模の場合＝
時間遠隔管理＋昼間有人管理（
点）、時間遠隔管理もしくは昼
間有人管理（点）、それ以外（
点）】◇防犯体制の充実（重ロッ
ク、防犯カメラ）＝つある（点）、
つ（点）、ゼロ（点）◇駐車場＝
％以上（点）、％未満（点）【小
規模の場合＝％以上（点）、そ
れ以外（点）】
【住環境】自然災害リスク（ハザー
ドマップなどの危険性）の有無＝
なし（点）、嫌悪施設（葬儀場、火
葬場、墓地）の有無＝なし（点）
【建物・構造】免震か制振構造を採
用し、二重床・二重天井＝両方満

たしている（点）、つ（点）、なし
（点）◇建物の耐久性、維持管理
のしやすさ＝長期優良住宅など
建物の長期使用を促進する取り
組みがある（点）、集合配管やＳ
Ｉ仕様など何らかの配慮がある
（点）、なし（点）
《郊外》※都心と異なる項目のみ
記載
【立地】山手線ターミナル駅まで
のアクセス＝分以内（点）、
分以内（点）、それ以上（点）
■評価委員による評価項目
（）コストパフォーマンス（立地、
設備グレード、設備の新規性など
と価格を勘案してコストパフォ
ーマンスに優れているか）
（）販売企画（優れたモデルルー
ムやプロモーション活動を評価）
（）エコ（断熱性、省エネ性、緑化
率に配慮しているか）
（）防災対策（備蓄倉庫の整備な
ども含めた総合的な防災対策）
（）デザイン（ランドスケープ、ユ
ニバーサルデザインなど総合設
計）
（）話題性（話題を呼んだもの）
（）共用施設・サービス（居住者の
利便性に配慮しているか）
（）フレキシブル（ＳＩの採用な
ど、居住者のライフスタイルに合
わせた可変が可能かどうか）
（）プラン（専有部において優れ
た空間設計、間取りプランを提案
しているか）
（）評価委員特別項目（事業性や
売れ行きなど、上記項目には当
てはまらないが、評価委員が特に
加点すべきと判断した部分に加
点。必須ではない）

　
全
体
的
に
は


突
出
す
る
物
件
が

少
な
か

た


　
こ
う
し
た
な

か

販
売
時
の
プ

ロ
モ

シ

ン
効
果
を
最
大
化
す
る
の
で
は
な

く

住
ん
で
か
ら
の
価
値
を
最
大
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
た

マ
ン
シ

ン
開
発
の
姿
勢
が
印

象
に
残

た

僅
差
で
優
秀
賞
に
は
な
ら
な
か


た
都
心
中
規
模
部
門
の
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ

ス
上
野
﹂
︵
三
菱
地
所

レ
ジ
デ
ン
ス
︶
は
２
０

２
０
年
の
建
築
基
準
法

の
改
正
︵
省
エ
ネ
法
改
正
︶
を
に
ら
み

住
ん

だ
の
ち
に
か
か
る
コ
ス
ト
︵
光
熱
費

維
持
・

管
理
費
︶
を
提
示

マ
ン
シ


ン
を
買
う
コ
ス
ト
を
販
売

価
格
と
い
う
初
期
コ
ス
ト
で

は
な
く

住
ん
で
か
ら
か
か
る
コ
ス
ト
も
事
前

に
告
知
す
る
こ
と
で

マ
ン
シ

ン
は
生
涯
コ

ス
ト
を
見
て
買
う
と
い
う
新
し
い
概
念
を
提
唱

し
た


　
今
回
は
中
小
規
模
の
不
動
産
会
社
か
ら
の
エ

ン
ト
リ

物
件
が
特
に
数
が
少
な
か

た

大

手
だ
け
で
は
な
く
中
小
を
含
め
た
多
様
な
デ
ベ

ロ

パ

が

商
品
面

価
格
面
で
住
ま
い
を

競
い

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が

住
宅
市
場
の

活
性
化
の
た
め
に
は
望
ま
し
い

少
し
さ
び
し

く
感
じ
る
と
と
も
に

次
回
以
降
の
積
極
的
な

エ
ン
ト
リ

に
期
待
し
た
い


　
最
優
秀
の
﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田
綱
町

ザ
フ

レ
ス
ト
﹂
︵
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ


ル
︶
は
ハ
イ
グ
レ

ド
マ
ン
シ

ン
の
王
道

で
あ
る

外
観
デ
ザ
イ
ン

共
用
施
設
︵
離
れ

の
パ

テ

ル

ム
︶

居
室
内
の
間
取
り


設
備
な
ど
ど
れ
を
と

て
も
高
品
質
か
つ
洗
練

度
が
高
く

ア

ト
の
域

既
存
樹
を
残
す
な

ど
緑
の
取
り
込
み
に
も
力
を
入
れ

居
室
内
か

ら
も
緑
の
庭
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る

利
便

性
と
自
然
の
両
面
を
確
保
し
た
ぜ
い
た
く
さ
も

印
象
的


　
都
心
大
規
模
部
門
優
秀
賞
の
﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
﹂
︵
住
友
不
動
産
︶
は
長
期
優
良

住
宅
を
採
用
し

都
心
タ
ワ

の
フ
ラ

グ
シ


プ
的
存
在
感

ガ
ラ
ス
を
多
用
し
水
と
空
に

マ

チ
し
た
外
観

リ
ゾ

ト
性
の
高
い
共
用

施
設

商
業
空
間
的
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

新
ダ
イ

ナ
ミ

ク
パ
ノ
ラ
マ
ウ
イ
ン
ド
ウ
か
ら
得
ら
れ

る
眺
望
な
ど

日
常
性
を
廃
し

徹
底
的
に
ハ

レ
の
空
間
を
追
求
し
た
こ
と
で
個
性
が
際
立


た

﹁
パ

ク
ハ
ウ
ス
西
新
宿
タ
ワ


﹂

︵
三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
ら
︶
は

広
大
な
公

開
空
地
と
森
を
舞
台
に
自
然
を
通
し
て

長
期

的

継
続
的
に
コ
ミ

ニ
テ

形
成
を
支
援
す

る
取
り
組
み
が
新
し
い


　
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
元
代
々
木
町
﹂
︵
三

菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
︶
は

地
権
者
の
思
い
を

受
け
と
め

建
物

景
観
の
歴
史
的
価
値
を
集

合
住
宅
の
形
で
継
承
す
る

と
い
う
開
発
姿
勢

に
共
感
し
た

近
郊
郊
外
大
規
模
部
門
優
秀
賞

の﹁
プ
ラ
ウ
ド
タ
ワ

立
川
﹂︵
野
村
不
動
産
︶

は

駅
直
結
と
い
う
希
少
性
を
マ

ケ
テ

ン

グ
に
上
手
く
生
か
す
こ
と
で

高
額
だ
が
短
期

間
で
販
売
を
完
了
し
た

事
業
戦
略
の
勝
利
と

い
え
る

﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
横
浜
新
子
安

ガ

デ
ン
﹂
︵
三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
︶
は
保

育
所

学
童
保
育
施
設

地
域
交
流
施
設

地

域
拠
点
広
場
を
配
し
た
地
域
貢
献
型
の
子
育
て

マ
ン
シ

ン

少
子
化
時
代
に
お
い
て

面
白

い
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る


　
２
０
１
４
年
度

は
突
出
し
た
物
件

が
少
な
か

た


地
価
上
昇

建
築

費
が
高
騰
す
る

中

ほ
ど
よ
く
収
め
た
物
件
が
多
か

た


さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ

て

販
売
価
格
上
昇

を
抑
え
る
な
ど
工
夫
が
に
じ
み
出
て
い
る


　
こ
う
し
た
な
か

最
優
秀
の
﹁
パ

ク
マ
ン

シ

ン
三
田
綱
町
ザ
フ

レ
ス
ト
﹂︵
三
井
不
動

産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
︶

は

費
用
を
惜
し
ま
ず

丁
寧
に
作
り
上
げ
た
都

心
の
高
額
マ
ン
シ

ン
ら
し
い
物
件
で
あ
る


こ
の
レ
ベ
ル
で
の
都
心
マ
ン
シ

ン
が
増
え
る

こ
と
に
期
待
し
た
い

絶
え

ず
新
し
い
提
案
を
盛
り
込
む

パ

ク
マ
ン
シ

ン
と
し

て

男
性
目
線
で
企
画
さ
れ
が
ち
な
都
心
高
額

物
件
な
が
ら
も
キ

チ
ン
を
重
視
し

魅
力
的

な
企
画
に
な

て
い
る

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゲ


ト
を
有
人
で
管
理
し
て
い
る
点
も

機
械
よ
り

も
安
心
で
き
る
セ
キ

リ
テ

と
し
て
評
価
し

た
い


　
都
心
大
規
模
部
門
優
秀
賞
の
﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
︵
ド

・
ト


ル
︶
﹂
︵
住
友

不
動
産
︶
は

長
期
優
良
住
宅

免
震
構
造
を

採
用
し
て
お
り

デ
ザ
イ
ン
も
含
め
て
永
く
残

し
て
い
く
建
物
を
作
ろ
う
と
い
う
気
概
が
感
じ

ら
れ
た

環
境
の
変
化
で
供
給
が
難
し
く
な
る

が
こ
う
し
た
マ
ン
シ

ン
が
増
え
て
ほ
し
い


惜
し
く
も
部
門
２
位
と
な

た
﹁
ザ
・
パ

ク

ハ
ウ
ス
西
新
宿
タ
ワ


﹂
︵
三
菱
地
所
レ
ジ

デ
ン
ス
ら
︶
は

木
造
密
集
地
域
の
再
開
発
と

い
う
難
題
に
取
り
組
ん
だ

新
宿
と
い
う
知
名

度
は

投
資
目
的
と
い
う
意
味
で
も
注
目
を
集

め

販
売
面
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る

こ
れ

か
ら
は

こ
う
い

た
マ
ン
シ

ン
が
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い

か


　
都
心
小
規
模
優

秀
賞
の
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
元
代
々
木
町
﹂

︵
三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
︶
は

準
都
心
の
レ

ジ
デ
ン
ス
の
王
道
と
い

た
物
件

実
需
目
的

の
購
入
が
大
半
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ

住
む

た
め
の
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て

い
る


　
近
郊
郊
外
大
規
模
部
門
優
秀
賞
の
﹁
プ
ラ
ウ

ド
タ
ワ

立
川
﹂
︵
野
村
不
動
産
︶
は

一
昔

前
の
都
心
並
み
の
坪
単
価
が
話
題
に
な

た


即
日
完
売
す
る
な
ど
中
央
線
人
気
と
駅
直
結
の

魅
力
を
改
め
て
示
し
た


　
近
郊
郊
外
中
規
模
部
門
の
﹁
ひ
ば
り
が
丘
フ



ル
ズ
１
番
街
﹂
︵
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
ら
︶

は
郊
外
な
が
ら
も
苦
労
な
く
販
売
が
進
ん
だ


隠
れ
た
人
気
エ
リ
ア
・
ひ
ば
り
が
丘
で
あ
る
こ

と
を
差
し
引
い
て
も

マ

ケ
テ

ン
グ
が
良

い
と
ス
ム

ズ
に
売
れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
実

例
で
あ
る


　
ウ
エ
リ
ス
津
田
沼︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
︶は


エ
リ
ア
特
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
企
画
だ

高
齢
化
社
会
に
対
す
る
新
し
い
提

案
で
あ
り

居
住
者
の
不
安
を
解
消
す
る
コ
ン

セ
プ
ト
が
す
ば
ら
し
い

実
際
の
購
入
者
も
買

い
替
え
層
が
含
ま
れ
て
い
た


　
近
郊
郊
外
小
規
模
は

都
心
に
比
べ
て
地
価

上
昇
が
遅
か

た
こ
と
も
あ
り
良
い
物
件
が
多

か

た

﹁
パ

ク
ホ

ム
ズ
駒
沢
ザ
レ
ジ
デ

ン
ス
﹂︵
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
︶は


手
の
届
く
良
質
な
物
件
に
実
需
層
が
集
ま
る
こ

と
を
示
す
好
例
で
あ
る


　
２
０
１
４
年
度

は
秀
で
た
マ
ン
シ


ン
が
な
か

た

の
が
印
象
だ

中

堅
デ
ベ
ロ

パ


か
ら
の
物
件
エ
ン
ト
リ

も
ほ
ぼ
な
か

た


大
手
寡
占
が
進
ん
で
い
る
と
実
感
す
る

東
京

湾
岸
や
新
宿
な
ど
で
タ
ワ

マ
ン
シ

ン
の
供

給
が
目
立

た


　
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル
と
野
村
不
動

産
が
相
変
わ
ら
ず
強
い

感
じ
だ
が

三
菱
地
所

レ
ジ
デ
ン
ス
の
﹁
ザ
・

パ

ク
ハ
ウ
ス
西
新
宿
タ
ワ


﹂
は

地
域

需
要
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
木
造
住
宅
地
の
密
集

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が

い
い

既
存
住
民
の
住
み
心

地
を
考
え
る
に
と
ど
ま
ら

ず

周
辺
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
街
づ
く
り
を
評

価
し
た
い
売
れ
行
き
好
調
は
市
場
の
評
価
だ


　
湾
岸
エ
リ
ア
は

年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
の
効
果
が
大
き
い

住
友
不

動
産
が
晴
海
で
供
給
し
た
﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
Ｓ
﹂
は

ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス
西
新
宿
タ

ワ


と
対
極
に
位
置
す
る
マ
ン
シ

ン
だ
ろ

う

三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
の
晴
海
の
タ
ワ


マ
ン
シ

ン
に
匹
敵
す
る

外
観
が
特
徴
的
で

あ
る


　
最
優
秀
賞
と
な

た
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン

シ

ル
の
﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田
綱
町
ザ

フ

レ
ス
ト
﹂
は

既
存
樹
木
を
生
か
す
な
ど

自
然
と
の
共
有
を
テ

マ
に
し
た
近
隣
と
の
調

合
が
取
れ
た
ハ
イ
グ
レ

ド
マ
ン
シ

ン
だ


﹁
グ
ロ

バ
ル
フ
ロ
ン
ト
タ
ワ

﹂
は

新
駅

の
開
設
な
ど

今
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
品
川

・
田
町
エ
リ
ア
の
タ
ワ

マ
ン
シ

ン
だ
が


愛
育
病
院
の
移
転
な
ど
都
心
の
マ
ン
シ

ン
で

は
珍
し
い
子
育
て
環
境
も
充
実
し
て
い
る

ウ

オ

タ

フ
ロ
ン

ト
の
生
活
に
新
た

な
視
点
を
投
じ

た
﹁
パ

ク
ホ

ム
ズ
駒
沢
ザ
レ
ジ
デ
ン
ス
﹂

は
可
動
間
仕
切
り
収
納
の
採
用
第
１
弾
で

駅

近
な
ど
が
功
を
奏
し
て
即
完

い
ず
れ
も
マ


ケ
テ

ン
グ
力
を
各
所
で
発
揮
し
た
結
果
だ


　
最
後
の
同
潤
会
ア
パ

ト
を
取
り
壊
し
た
三

菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
の
﹁
ザ
・
パ

ク
ハ
ウ
ス

上
野
﹂
は
古
く
か
ら
の
住
民
が
多
い
中
で
難
し

い
プ
ロ
ジ

ク
ト
だ

た

西
新
宿
タ
ワ



と
と
も
に
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
プ
ロ
ジ

ク

ト
と
し
て
評
価
で
き
る


　
ス
マ

ト
マ
ン
シ

ン
と
し
て
話
題
を
呼
ん

だ
の
が
東
急
不
動
産
の
﹁
ブ
ラ
ン
ズ
シ
テ

品

川
勝
島
﹂

野
村
不
動
産
の
﹁
プ
ラ
ウ
ド
タ
ワ


立
川
﹂
は

駅
直
結
が
プ
レ
ミ
ア
ム
価
格
を

実
現


％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
上
乗
せ
で
き
た

の
は
マ

ケ
テ

ン
グ
の
勝
利
と
言

て
い

い

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
﹁
ひ
ば
り
が
丘
フ



ル
ズ
１
番
街
﹂
は
Ｕ
Ｒ
と
共
同
で
行

た
団

地
再
生
だ
が

急
行
停
車
駅
の
人
気
エ
リ
ア
で

マ

ケ

ト
的
な
強
さ
を
見
せ
付
け
た


　
地
価
上
昇
や
建
築
費
の
高
止
ま
り
な
ど
デ
ベ

ロ

パ

を
取
り
巻
く
事
業
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
で

随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
マ
ン
シ


ン
作
り
が
特
徴
だ

た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発

の
﹁
ウ
エ
リ
ス
津
田
沼
﹂
は

サ

ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
と
一
体
化
し

﹁
ザ
・
パ


ク
ハ
ウ
ス
横
浜
新
子
安
ガ

デ
ン
﹂
︵
三
菱
地

所
レ
ジ
︶
も
地
域
一
体
型
で
認
可
保
育
園
の
併

設
と
い

た
地
域
行
政
の
要
望
を
取
り
込
ん

だ

近
郊
外
の
供
給
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

取
り
入
れ
る
の
が
ト
レ
ン
ド
と
な

て
い
る


◇
所
在
地

東
京
都
立
川
市
◇
中
央
線
・
南
武
線
・
青
梅
線
立

川
駅
徒
歩
２
分
◇
総
戸
数
３
１
９
戸
◇
敷
地
面
積
５
５
８
３
㎡

◇
延
床
面
積
５
万
８
５
５
０
㎡
◇
専
有
面
積


１
０
８
㎡
◇

販
売
価
格
５
２
４
８
万

１
億
６
５
９
８
万
円
◇
最
多
価
格
帯

７
３
０
０
万
円
台

◇所在地＝東京都世田谷区◇東急田園都市線駒沢
大学駅徒歩２分◇総戸数戸◇敷地面積㎡◇
延床面積㎡◇専有面積～㎡◇販売価格
万～１億万円◇最多価格帯万円台

◇
所
在
地

東
京
都
東
久
留
米
市
◇
西
武
池
袋
線
ひ
ば
り
が
丘
駅
徒
歩


分
◇
総
戸
数
１
４
４
戸
◇
敷
地
面
積
９
２
０
９
㎡
◇
延
床
面
積
１
万

２
３
０
１
㎡
◇
専
有
面
積



㎡
◇
販
売
価
格
２
９
０
０
０
万

５

０
９
０
万
円
◇
最
多
価
格
帯
３
４
０
０
万
・
３
５
０
０
万
円
台

◇所在地＝東京都渋谷区◇千代田線代々木公園駅
徒歩７分、小田急線代々木八幡駅徒歩６分◇総戸
数戸◇敷地面積1314㎡◇延床面積2912㎡◇専有
面積～100㎡◇販売価格5200万～１億5300万円
◇最多価格帯１億円台
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地
域
の
歴
史
と
自
然
を
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承

﹁
首
都
圏
優
秀
マ
ン
シ

ン
表
彰
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優
秀
賞
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（毎週月曜日発行）ＮＯ．

　
本
物
件
は

﹁
麻
布
十

番
﹂
駅
徒
歩
７
分
に
位
置

し

周
囲
に
は
オ

ス
ト

ラ
リ
ア
大
使
館
や
イ
タ
リ

ア
大
使
館

綱
町
三
井
倶

楽
部
な
ど
が
建
ち
並
ぶ

﹁
三
田
綱
町
﹂
エ
リ
ア
に

誕
生
す
る
総
戸
数

戸
の
分
譲
マ
ン

シ

ン
で
す


　
三
田
綱
町
エ
リ
ア
は

都
市
の
喧

騒
か
ら
一
線
を
画
し


歴
史
あ
る
庭
園
や
清
々

し
い
緑
の
木
々
に
囲
ま

れ
た

都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

広
大
な
緑
が
広
が
る
立
地
で
す

さ

ら
に
こ
の
土
地
は
旧
蜂
須
賀
侯
爵
の

邸
宅
跡
地
で
あ
り

敷
地
内
に
は
今

も
な
お

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
灯
籠

や
つ
く
ば
い
が
残
さ
れ
て
い
ま
す


た
く
さ
ん
の
大
き
な
既
存
樹
木
と
と

も
に

そ
の
歴
史
に
恥
じ
ぬ
よ
う


受
け
継
が
れ
て
き
た
誇
り
を
後
世
に

紡
い
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で


こ
の
物
件
を
開
発
い
た
し
ま
し
た


　
本
物
件
の
最
大
の
特
徴
は

６
０

０
０
平
方

を
超
え
る
敷
地
の
北
半

分
を
占
め
る

既
存
樹
木
が
多
く
残

さ
れ
た
広
大
な
庭
園
で
す

そ
こ
に

は
２
０
０
種
以
上
の
樹
種

２
万
株

以
上
の
樹
木
や
草
花
を
配
し


都

心
の
森
の
創
造
を
目
指
し
ま
し
た


　
建
物
に
お
い
て
は

ク
ラ
シ

ク

と
モ
ダ
ン
の
融
合
を
目
指
し

先
進

的
で
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま

し
た

敷
地
北
西
側
に
﹁
離
れ
﹂
と

し
て
配
置
し
た

２
０
０
平
方

超

の
空
間
を
貸
し
切
り
使
用
で
き
る
パ


テ


ル

ム
兼
ゲ
ス
ト
ル

ム

も

お
客
さ
ま
か
ら
ご
好
評
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す


　
ま
た

セ
キ

リ
テ

面
で
も
非

常
に
こ
だ
わ
り

道
路
に
面
し
た
メ


ン
エ
ン
ト
リ

ゲ

ト
に
は
重
厚

な
門
扉
と
守
衛
室
を
設
置
し


時

間
守
衛
に
よ
る
入
出
場
管
理
を
行
う

な
ど

機
械
だ
け
で
な
く
人
と
の
コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン
に
よ

て
更
な

る
安
全
・
安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す


　
こ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
の
商
品
企

画
と
恵
ま
れ
た
周
辺
環
境
を
大
変
多

く
の
お
客
さ
ま
に
ご
評
価

い
た
だ
き

お
か
げ
様
で

早
期
に
全
戸
完
売
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
今
般

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
あ
る
と

と
も
に

本
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
多
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
数
多
く
の
方
々
に

こ
の
場
を

お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す


　
　
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ

ル

　
週
刊
住
宅
新
聞
社
が
選
定
し
た
﹁
２
０
１
４
年
度
首

都
圏
優
秀
マ
ン
シ

ン
表
彰
﹂
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三
田
綱
町
ザ
フ

レ
ス
ト
﹂

地
域
住
民
と
自
然
と
の
共
有
を
図

た
ほ
か

キ

チ

ン
重
視
の
発
想
で
住
宅
購
入
に
主
導
権
を
持
つ
女
性
に

訴
え
て
﹁
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｘ
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
﹂
と
﹁
ザ
・
パ


ク
ハ
ウ
ス
西
新
宿
タ
ワ


﹂
を
振
り
切

た

評
価

委
員
特
別
賞
の
﹁
ウ
エ
リ
ス
津
田
沼
﹂
は
サ
高
住
と
の

一
体
化
を
評
価

週
刊
住
宅
新
聞
社
賞
の
﹁
ブ
ラ
ン
シ

エ
ラ
板
橋
西
台
﹂
は
新
設
計
手
法
に
よ
り
企
画
の
幅
を

広
げ
た
マ
ン
シ

ン
づ
く
り
の
将
来
性
を
評
価
し
た


　
所
在
地

東
京
都
港
区
◇

南
北
線
・
都
営
大
江
戸
線
麻

布
十
番
駅
徒
歩
７
分
◇
総
戸

数

戸
◇
敷
地
面
積
６
１
５

１
㎡
◇
延
床
面
積
１
万
８
８

０
８
㎡
◇
専
有
面
積


３

４
６
㎡
◇
販
売
価
格
１
億
２

０
０
０
万

７
億
円
◇
最
多

価
格
帯
１
億
５
０
０
０
万
円

台

　
聖
路
加
タ
ワ

に
代
表
さ

れ
る
近
未
来
的
な
高
層
建

築
歴
史
あ
る
築
地
本
願
寺


東
京
の
食
を
ま
か
な
う
東
京

都
中
央
築
地
市
場
が
存
在
し

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
持
つ
築

地
駅
か
ら
徒
歩
４
分
の
中
央

区
築
地
７
丁
目
に
誕
生

時

代
を
超
え
て
人
々
を
ひ
き
つ

け
る
銀
座
が
徒
歩
圏
内
に
含

ま
れ
る
抜
群
の
立
地
条
件
を

誇

て
い
る


　
大
通
り
か
ら
１
本
離
れ


築
地
川
公
園
と

あ
か
つ
き

公
園
の
２
つ
の
公
園
に
近
隣

し
て
い
る

築
地
川
公
園
方

面
の
バ
ル
コ
ニ

手
す
り
や

コ

ナ

部
に
ガ
ラ
ス
ウ
オ


ル
を
採
用
し

室
内
か
ら

緑
や
都
市
景
観
を
見
渡
せ

る

各
階
か
ら
中
庭
を
望
め

る
よ
う
に
設
計
す
る
な
ど


都
心
の
利
便
性
に
加
え

緑

を
生
活
空
間
の
内
外
に
取
り

組
む
工
夫
が
施
さ
れ
て
い

る


　
高
齢
化
社
会
が
進
む
中

で

今
後
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
シ
ニ
ア
世
代
を
タ

ゲ


ト
と
設
定
し

シ
ニ
ア
層
ニ


ズ
の
各
種
調
査
を
実
施

し

ア
ク
テ

ブ
シ
ニ
ア
の

特
徴
を
分
析
し
た
上
で

自

立
と
共
有
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
現
し
て
い
る
ア
ク
テ


ブ
シ
ニ
ア
に
向
け
た
商
品

を
提
案
し
た


　
受
け
付
け
や
清
掃

巡
回

・
点
検
な
ど
を
手
掛
け
る
ラ

イ
フ
サ
ポ

ト
に
と
ど
ま
ら

ず

コ
ン
シ

ル
ジ

サ


ビ
ス
を
融
合
し
た
﹁
レ
ジ
デ

ン
シ

ル
コ
ン
シ

ル
ジ


﹂
を
導
入
し
た


所
在
地

東
京
都
中
央
区
◇

日
比
谷
線
築
地
駅
徒
歩
４
分

◇
総
戸
数
１
４
０
戸
◇
敷
地

面
積
１
５
８
３
㎡
◇
延
床
面

積
１
万
１
７
８
７
㎡
◇
専
有

面
積



㎡
◇
販
売
価
格

４
４
６
７
万

７
８
１
８
万

円
◇
最
多
価
格
帯
６
９
０
０

万
円
台

　
新
事
業
ス
キ

ム
﹁
つ
な

ぐ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
プ
ロ
ジ

ク

ト
﹂
の
初
弾
と
し
て
手
掛
け

た

マ
ン
シ

ン
ブ
ラ
ン
ド

﹁
Ｗ
ｅ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
︵
ウ
エ
リ

ス
︶
﹂
の
展
開
を
通
し
て

﹁
今
も

未
来
も

心
地
い

い
﹂
住
ま
い
を
ス
ロ

ガ
ン

に
推
し
進
め
て
高
齢
社
会
を

意
識
し
た
多
世
代
永
住
の
住

ま
い
づ
く
り
を
提
案
し
て
い

る

﹁
つ
な
ぐ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
プ

ロ
ジ

ク
ト
﹂
に
含
ま
れ
る

街
づ
く
り
の
思
想
を
発
展
・

進
化
さ
せ
て
結
果
を
出
し
た

マ
ン
シ

ン
と
な

た


　
開
発
地
周
辺
エ
リ
ア
で
あ

る
前
原
地
区
は

船
橋
市
初

の
公
団
住
宅
・
前
原
団
地
が

１
９
６
０
年
に
開
発
さ
れ
て

以
降

住
宅
地
と
し
て
成
熟

し
て
き
た

津
田
沼
の
山
の

手
エ
リ
ア
に
あ
た
る


　
周
囲
に
は
ケ
ヤ
キ
並
木
や

学
校
・
公
園
な
ど

子
ど
も

を
健
や
か
に
育
む
環
境
が
形

成
さ
れ
て
い
る

ス

パ


や
コ
ン
ビ
ニ

医
療
施
設
な

ど
の
暮
ら
し
の
施
設
も
徒
歩

２
分
圏
内
に
整

て
い
る


　
２
方
向
接
道
の
立
地
に
加

え

隣
接
す
る
サ

ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
専
用

通
路
を
敷
地
外
縁
に
計
画


４
方
向
す
べ
て
隣
地
建
物
と

接
し
な
い
開
放
的
な
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
実
現
し
た


　
マ
ン
シ

ン
購
入
者
の
特

典
と
し
て

隣
接
の
サ

ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
へ

の
優
先
入
居
権
を
付
与
し
て

い
る

親
世
代
の
呼
び
寄
せ

や
近
居

将
来
的
に
居
住
者

が
移
住
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
た


　
大
規
模
団
地
を
は
じ
め
と

し

住
民
同
士
が
コ
ミ

ニ

テ

を
形
成
し
て
き
た
高
島

平
・
西
台

地
元
の
人
々
に

愛
さ
れ
る
商
店
や

憩
い
の

場
で
あ
る
公
園
が
多
い


　
ブ
ラ
ン
シ
エ
ラ
板
橋
西
台

は

複
合
大
型
商
業
施
設


保
育
園
へ
徒
歩
２
分
の
場
所

に
立
地
し

子
育
て
に
最
適

な
住
環
境
と
い
え
る


　
上
質
で
素
材
感
の
あ
る
ボ


ダ

タ
イ
ル
を
採
用
し


コ
ン
ト
ラ
ス
ト
表
現
し
た
外

観

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ


ラ
ウ
ン
ジ

か
ら
望
め
る
坪
庭

閑
静
な

住
宅
地
に
ふ
さ
わ
し
い
四
季

を
感
じ
ら
れ
る
植
栽
計
画
が

魅
力
と
な

て
い
る


　
防
災
倉
庫
と
各
住
戸
に
防

災
グ

ズ
も
完
備
し

長
谷

工
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
フ
タ

サ


ビ
ス
を
採
用
し
た

窓
の

あ
る
玄
関
で
自
然
の
風
と
光

を
享
受
し
安
全
・
安
心
・
快

適
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る


　
先
進
・
先
端
の
設
計
技
術

﹁
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
︵
Ｂ
Ｉ

Ｍ
︶
﹂
を
長
谷
工
の
設
計
施

工
マ
ン
シ

ン
に
お
い
て
初

め
て
本
格
導
入
し
た


　
販
売
セ
ン
タ

で

設
計

の﹁
見
え
る
化
﹂を
実
現
し


購
入
後
の
暮
ら
し
を
よ
り
リ

ア
ル
に

来
場
者
の
希
望
に

合

た
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
シ


ン
︵
地
中
杭
や
配
管
ピ


ト
含
む
︶
を
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
で
体

験
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

た


所
在
地

東
京
都
板
橋
区
◇

都
営
三
田
線
西
台
駅
徒
歩
９

分
◇
総
戸
数

戸
◇
敷
地
面

積
２
０
３
８
㎡
◇
延
床
面
積

６
９
１
３
㎡
◇
専
有
面
積




㎡
◇
販
売
価
格
３
４
０

０
万

５
９
０
０
万
円
◇
最

多
価
格
帯
４
２
０
０
万
円
台

　
﹁
パ

ク
マ
ン
シ

ン
三

田
綱
町
ザ
　
フ

レ
ス
ト
﹂

は

南
北
線
・
都
営
大
江
戸

線
麻
布
十
番
駅
徒
歩
７
分
の

三
田
綱
町
エ
リ
ア
に
建
て
た

全

戸
の
マ
ン
シ

ン


　
都
心
で
あ
り
な
が
ら
都
市

の
喧
騒
か
ら
一
線
を
画
し


大
使
館
や
綱
町
三
井
倶
楽
部

な
ど

歴
史
あ
る
庭
園
や
清

々
し
い
緑
に
囲
ま
れ
る
場

所

こ
の
土
地
は
旧
蜂
須
賀

侯
爵
の
邸
宅
跡
地
で

敷
地

内
に
は
今
も
な
お

歴
史
を

感
じ
る
灯
籠
や
つ
く
ば
い
が

残
る


　
約
６
１
５
０
平
方

の
広

大
な
土
地
は

豊
か
な
既
存

樹
木
や
周
辺
の
緑
を
結
界
と

し

ま
る
で
ひ
と
つ
の
独
立

し
た
場
所
で
あ
る
か
の
よ
う

に

住
む
人
に
深
い
安
息
を

与
え
る
プ
ラ
イ
ベ

ト
空
間

を
誇
る


　
評
価
委
員
の
櫻
井
幸
雄
氏

は

﹁
キ

チ
ン
重
視
の
発

想
と
広
い
魅
力
的
な
住
居
ス

ペ

ス
で
女
性
が
喜
ぶ
マ
ン

シ

ン
に
仕
上
が

て
い

る
﹂と
話
す
目
黒
孝
一
氏


大
久
保
恭
子
氏
の
両
審
査
委

員
も
﹁
こ
れ
ま
で
の
マ
ン
シ


ン
と
少
し
テ

ス
ト
を
変

え
近
隣
エ
リ
ア
と
の
調
和
が

い
い

ハ
イ
グ
レ

ド
な
マ

ン
シ

ン

既
存
樹
を
生
か

し
て
自
然
と
の
共
生
が
で
き

て
い
る
ほ
か

共
有
空
間
に

配
置
し
て
い
る
ア

ト
も
魅

力
的
だ
﹂
と
の
評
価
で
一
致

し
た


　
建
ぺ
い
率
は
約

％
で


敷
地
の
北
半
分
は
既
存
樹
木

を
多
く
残
す
広
大
な
庭
と
な


て
い
る

そ
こ
に
は
２
０

０
種
類
以
上
の
樹
種
や

２

万
株
以
上
の
樹
木
・
草
木
を

配
し


都
心
の
森

の
創

造
を
目
指
し
た


　
庭
は
﹁
Ｎ
ｅ
ｃ
ｋ
ｌ
ａ
ｃ

ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多

彩
な
カ
ラ

と
趣
の
異
な
る

樹
木
や
草
木
な
ど
を
植
栽
の

各
エ
リ
ア
ご
と
に
配
置
し

た

そ
こ
は
ま
る
で

さ
ま

ざ
ま
な
宝
石
が
連
な
る
ネ


ク
レ
ス
の
よ
う
な
庭
園
を
イ

メ

ジ
す
る

既
存
の
灯
籠

な
ど
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ


新
旧
の
調
和
を
図

た


　
高
さ
３
・
５

の
重
厚
な

ロ

ト
ア
イ
ア
ン
の
扉

石

積
み
の
壁

奥
に
進
む
ほ
ど

に
安
ら
ぎ
と
静
け
さ
が
感
じ

ら
れ
る
約


の
ア
プ
ロ


チ
を
配
し

究
極
の
プ
ラ
イ

ベ

ト
空
間
を
目
指
し
た


３
層
吹
き
抜
け
の
滝
を
眺
め

る
ラ
ウ
ン
ジ
や

離
れ
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど

歴
史
あ

る
立
地
に
恥
じ
な
い
建
物
計

画
と
し
た


　
﹁
プ
ラ
イ
ベ

ト
・
パ
レ

ス
﹂
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
に
据
え

時
の
重
み
を
凝

縮
し
た
伝
統
的
な
ク
ラ
シ


ク
と
新
し
い
時
を
刻
む
先
端

の
モ
ダ
ン
を
融
合
し
て
い

る

ク
ラ
シ

ク
ス
タ
イ
ル

の
フ

サ

ド
は
基
壇
部
を

花
岩
貼
り
と
し

伝
統
的
な

コ

ニ
ス
や
装
飾
フ

ン
が

重
厚
感
を
演
出

モ
ダ
ン
ス

タ
イ
ル
の
フ

サ

ド
は


し

か
り
と
し
た
縦
横
の
化

粧
フ
レ

ム
を
配
し

２
層

ご
と
の
お
お
ら
か
な
リ
ズ
ム

と
大
き
な
開
口
面
を
表
現
す

る
こ
と
で

先
進
的
で
落
ち

着
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
た


　
セ
キ

リ
テ

は

東
側

道
路
に
面
し
た
メ

ン
エ
ン

ト
リ

ゲ

ト
に
守
衛
室
を

設
け
て

時
間
守
衛
に
よ
る

管
理
を
行
い

住
戸
ま
で
５

段
階
の
セ
キ

リ
テ

チ



ク
を
設
定
し
た

敷
地
外

周
に
セ
ン
サ

付
き
の
セ
キ


リ
テ

フ

ン
ス
を
設
置

し

居
住
者
に
安
心
の
プ
ラ

イ
ベ

ト
空
間
を
提
供
し
て

い
る


所
在
地

千
葉
県
船
橋
市
◇

総
武
線
津
田
沼
駅
徒
歩

分

◇
総
戸
数

戸
◇
敷
地
面
積

２
６
０
５
㎡
◇
延
床
面
積
５

０
８
６
㎡
◇
専
有
面
積




㎡
◇
販
売
価
格
２
８
０
０

万

４
７
０
０
万
円
◇
最
多

価
格
帯
３
３
０
０
万
円
台
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